
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　淡路麺業株式会社は、淡路市の農家が生産した小
麦を使用した生パスタを製造し、地産地消による淡路島
の活性化を目指しています。事業の推進にはひょうご産
業活性化センターのひょうご農商工連携ファンド事業助
成金を活用。2015年には商品化する予定です。

元気企業
訪問

淡路麺業株式会社

活性化センター・カレンダー

支援ネットのひろば

◦情報カレンダー

◦兵庫県信用保証協会かわら版
　�経営力強化保証のご案内
◦技術最前線
　熱を伝えるめっき膜
　�～ダイヤモンド粒子複合めっき～
ビジネスサポート
兵庫県パリ事務所
成長期待企業のイチオシ！
田治米合名会社
純米酒「竹泉」
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今月の支援メニュー
ひょうご農商工連携
ファンド事業助成金

県内の農林水産物などの地
域資源を活かした、中小企業
者と農林漁業者の連携による
新商品・新サービスの開発に
対して助成を行っている。
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淡路産小麦、野菜を使用し
生パスタを製造
工場・店舗をリニューアルし
地産地消に一役

苦境脱出目指し、生パスタに着目
　かつてパスタといえば乾麺を意味し
ていましたが、近年生パスタを扱う店
が徐 に々増えています。小麦本来の風
味ともちもちとした食感が特徴の生パ
スタの製造を2007年から始め、ブーム
を支えているのが淡路麺業です。
　1968年に淡路島内の5つの製麺
業者が集まって設立。工場を建設し、
朝7時までに製造を終え、各自が地元
に持ち帰ってうどん店などに配達しまし
た。90年には直営のうどん店も開業し
ます。ところが90年代に入ると、明石海
峡大橋の開通もあり、本州から大手
資本の安価なうどんが入り込んできま
した。売り上げは見る間に減少し、90
年に約1億円あった売り上げは2006
年には5千万円ほどに落ち込んでいま
した。
　そのころ、代表取締役社長の出雲
さんが新たな事業として着目したのが
生パスタの製造です。「さまざまな麺を
製造してきましたが、パスタだけは作っ
たことがなかったので挑戦してみたか
った」と言います。しかし初めてのこと
ゆえ勝手が分かりません。粉を変え、
水や卵の配合を変えながら出来上が
った生パスタが地元ホテルの料理長
に評価されたことで自信を得、本格的

に製造を開始。大阪、東京のパスタ店
へと着実に販路を広げ、現在卸先は
千店にまで増えました。売り上げも2億
5千万円に達しています。

ファンド活用し試作品を開発
　出雲社長はかねてより淡路島の経
営者たちと島をもっと元気にする方策
を考えていました。そんな折、ひょうご産
業活性化センターの「ひょうご農商工
連携ファンド事業助成金」を知り、農家
との連携による淡路産の小麦と野菜
を使った生パスタの製造に乗り出しま
す。使ったのは生パスタに最も適して
いるとされる本場イタリア産の小麦で

あるデュラム種と国産硬質小麦のゆめ
ちから。ホウレンソウ、カボチャ、バジル
などをパスタに混ぜ込んだタイプも試
作しました。「デュラム種を日本で栽培
するのは難しいと聞いていましたが、す
んなり収穫できたことがよかった」と出
雲社長。助成金を活用して、東京や
大阪、福岡などの展示会に出展し、高
い関心を呼びました。さらに次のステッ
プに進むため、国の「農商工等連携
事業」も活用。試作を進めてきた生パ
スタの来年夏の商品化をにらんで新
たに大型のパスタ押し出し機を導入
し、製造能力を現在の2倍に増強しま
す。「県と国の制度をシームレスに使え

直営のパスタ店「生パスタ工房 トゥットピアット」
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最初が肝心や。
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お付き合いの始まり。

小さな紙片から

どんだけ仕事が広がるか、

さあ、ガンバルぞぉ〜！

それが、

わたしたちのしごとです。

初めて出会った
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たことでスムーズに試作から商品化ま
でつながった」と喜んでいます。
　来年の秋には工場とパスタ店を合
わせた新本社の建設も計画しており、

パスタ店では生パスタだけでなく具材
にも淡路産の野菜や魚介類を使った
地産地消のメニューを前面に打ち出し
ていくとのこと。「観光で島外から来店

したお客さまに、お店で食べた生パス
タをおいしいと感じていただくことがで
きれば、ブランド価値も向上する」と今
後の展開に期待を寄せています。

所在地　淡路市志筑65-1
代表取締役社長　出雲文人
事業内容　生パスタ、うどんなど麺類の製造・販売

TEL 0799-62-0839
URL  http://www.namapasta.net/会社概要

淡路麺業株式会社

ひょうご農商工連携
ファンド事業助成金

今月の支援メニュー

中小企業者と農林漁業者が連携した、
新商品、新サービスの開発を応援します。

支援メニュー講座 ひょうご農商工連携ファンド事業助成金

問い合わせは ひょうご産業活性化センター創業推進部新事業課 078-230-8110

　県内の農林水産物などの地域資源を活かした、中小企業者と農林漁業者等の連携による新商品・新サービ
スの開発の取り組みについて支援を行っています。
　この助成事業により、魅力ある農林漁業ビジネスや市場ニーズに適応した新商品の開発を実現し、事業者の
収益拡大に貢献するとともに、地域経済の振興を図ります。
　今回の募集から既に新商品開発に取り組んでいる事業も対象となりました。

◦�商品開発に対して、500万円を限度とした助成金（助成率は、対象経費の3分の2以内）の交付が受けられ
ます。（対象経費：原材料費、加工費、機械装置費、デザイン料、販路開拓費等）
◦�中小企業者と農林漁業者が連携することで互いの強みを活かした商品開発が可能となり、新たなビジネス
チャンスが広がります。
◦助成期間を最大２年間設けていますので、開発計画に合わせて事業期間を自由に設定できます。
◦助成を受けた事業については、兵庫県とひょうご産業活性化センターが共同してＰＲの取り組み支援も行います。

制度概要

メリット
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C A L E N D A R
　政治的にはかつてない難しい局面が続き、また、現地での生産コスト等にも比較優位性が薄れたとはいえ、13億
の巨大市場でもある中国は日本にとって最大の貿易相手国です。
　中国と関わりを持つ企業経営者の皆さまには、中国での事業展開や方針の転換、職員の処遇や労務管理に至
るまで、お悩みも多いのではないでしょうか。
　セミナーでは、中国問題解決のヒントとなる内容など、「海外展開における問題解決のカンどころ」をテーマにご紹
介します。　

【問い合わせ先】
　ひょうご海外ビジネスセンター
　神戸市中央区浜辺通5-1-14　神戸商工貿易センタービル4階
　 078-271-8402 078-271-8403

ひょうご・神戸国際ビジネススクエアセミナー
「今だからこそ、中国問題対策セミナー」のご案内

日　時 12月10日（水）14：00～15：30（13：30受付開始）

場　所 ビジネスプラザひょうごホール　
（神戸市中央区雲井通5-3-1　サンパル7階）

内　容 海外展開における問題解決のカンどころ ― 経営者の姿勢と成功の秘訣 ―

講　師

宮地國雄氏　㈱帝国電機製作所 代表取締役社長（ひょうご国際ビジネスデスク大連）
　同社は、1939年の会社設立以来、研究開発型の企業として独自の技術によって製品を開発
するという姿勢で、常に新しい分野の開拓に取り組み成長を続けている。キャンドモータポンプの
パイオニアとして91年に米国、94年に中国進出を果たし、その後、台湾、シンガポール、ドイツ、韓
国等へも展開。メンテナンス業務でも拡大・成長を続けるなど、積極的なグローバル展開を進めて
いる。

定　員 50人（先着順）

参加費 無料

主　催 ひょうご・神戸国際ビジネススクエア（ひょうご海外ビジネスセンター、神戸市アジア進出支援セン
ター、ジェトロ神戸）

※申し込み等詳細については、HP（http://www.hyogo-kobe.jp/hibc/）をご覧ください

平成2６年工業統計調査を実施します

工業統計キャラクター・コウちゃん

経済産業省・都道府県・市区町村

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的
とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計調査です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利
活用されます。
　調査時点は２６年１２月３１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。
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「中小企業支援ネットひょうご」には、技術・金融・雇
用など、専門能力の高い団体が勢ぞろい。技術やノ
ウハウを総動員して、経営課題を解決！

　新たに起業・創業をお考えの方、将来の企業・創業
のお考えをお持ちの方、創業後間もない法人・個人事
業主の皆さまにさまざまな方面から、ご案内をさせてい
ただきます。

▶�日時：2015年1月31日（土）13：00～16：00
▶�場所：スペースアルファ三宮（神戸市中央区三宮町1-9-1　三宮セ
ンタープラザ東館6階　 078-326-2540）
▶�定員：150人　※先着順・参加費無料
▶申込締切：2015年1月29日（木）

▶�主催：㈱みなと銀行、㈱日本政策金融公庫、（公財）ひょうご産業活
性化センター
▶後援：神戸商工会議所
▶問い合わせ先：みなと銀行営業企画部　担当：楡井（にれい）
　 078-333-3832

　女性や高齢者などさまざまな人材の就労や、育児・
介護等と仕事の両立を支援するために職場環境整備
を行った事業者に支給します。

▶�支給対象：従業員が300人以下で｢ひょうご仕事と生活の調和推
進企業宣言｣（ http://www.hyogo-wlb.jp/promotion/about.
html）を行った事業者
▶支給額：対象経費の2分の１以内（上限100万円）
　（ただし、対象経費5万円未満の事業は対象外）
▶支給対象事業：
◦�女性や高齢者等の職域を拡大し、就業促進を図るための職場環境
整備を実施する事業
◦�在宅勤務など多様で柔軟な働き方を実現し、育児・介護等による離
職を防ぐための職場環境整備を実施する事業
◦�その他、仕事と生活の調和を促進するために必要な職場環境整備
を実施する事業
※申し込み等、詳細はHPをご覧ください
　 http://www.hyogo-wlb.jp/subsidy/detail02.html
▶問い合わせ先：
　（公財）兵庫県勤労福祉協会�ひょうご仕事と生活センター
　 078-381-5277　 078-381-5288
　 info@hyogo-wlb.jp

情報カレンダー Information Calendar

挑戦する
企業の
応援団

「起業・創業支援セミナー2015」のご案内

仕事と生活の調和推進環境整備支援助成金
のご案内

　この解説は、(株)ＴＫＣ、および兵庫県内ＴＫＣ会員事務所の資料提供協力により作成されたものです。業種別
企業業績動向速報は、ひょうご産業活性化センターホームページ（http://web.hyogo-iic.ne.jp/）をご覧ください。

　2014年10月の県下中小企業の業績動向
は次の通り。調査対象企業3,898社のうち黒
字企業は48.4％で1,888社。全産業の平均
売上高は対前年同月比で104.0％となって
いる。業種別で見ると、前年を上回るのが建
設業113.1％、製造業104.1％、運輸業104.0
％、卸売業104.5％、小売業106.4％。これ
に対し情報通信業94.6％、飲食宿泊業98.3
％、不動産業98.1％、サービス業90.1％は前
年を下回っている。
　また、全産業の売上高総利益率は26.5％
で対前年同月比は98.8％、売上高経常利益
率は3.5％で対前年同月比106.0％である。
売上高は増加しているが総利益率はわずか
ながら対前年同月比を下回っている。

【建設業】調査対象企業635社中、黒字企業

は312社で黒字企業比率は49.1％。全体の
売上高は対前年同月比113.1％で、業種別
では総合工事業112.8％、識別工事業116.2
％、設備工事業110.7％となり全ての業種で
上昇している。しかし、売上高総利益率は
23.7％で対前年同月比96.3％、経常利益率
は7.5％、対前年同月比100.0％となり、売上
高の増加に合わせた利益率の上昇はない。

【製造業】調査対象企業650社中、黒字企業
は358社で黒字企業比率は55.0％。全体の
売上高は対前年同月比104.1％と上昇してい
る。売上高総利益率は21.2％で対前年同月
比102.4％、経常利益率は4.7％、対前年同
月比134.2％と、売上高の増加に合わせて利
益率も上昇している。

【不動産業】調査対象企業286社中、黒字

企業は162社で黒字企業比率は56.6％。全
体の売上高は対前年同月比98.1％と減少し
ている。黒字企業比率の内訳を見ると、不動
産取引業が46.2％、不動産管理・賃貸業が
60.8％となっており管理・賃貸業の安定性が
うかがえる。売上高総利益率は59.4％で対
前年同月比106.8％、経常利益率は4.5％、
対前年同月比204.5％となっており、売上高
は減少しているが利益率は上昇している。

【サービス業】調査対象企業165社中、黒字
企業は66社で黒字企業比率は40.0％。全体
の売上高は対前年同月比90.1％と大きく減
少している。売上高総利益率は30.6％で対
前年同月比106.6％とやや上昇しているが、
経常利益率は5.8％、対前年同月比68.2％
と、大きく減少している。

県内業種別企業業績動向速報解説

テーマ・講師

第1部
13：10～14：10

起業・創業者・新設法人のための
ビジネスプランの作り方
川本久美子氏：�兵庫県よろず支援拠点サブコー

ディネーター・中小企業診断士・
社会保険労務士

第2部
14：20～15：00

企業・創業者・新設法人のための�数字力講座
小西孝之氏：税理士法人神戸会計社�副長

第3部
15：10～16：00

企業・創業者・新設法人のための�
資金調達方法・補助金等の活用術
◦青木伸也氏：日本政策金融公庫�国民生活事業�
　　　　　　��神戸創業支援センター�所長　
◦みなと銀行�営業企画部
◦神戸商工会議所�経営支援センター

終了後
16：00～

個別相談会
事前申し込みが必要です
ご希望多数の場合は、後日あらためて相談をお受
けします

ＴＫＣ近畿兵庫会
阪神支部・税理士

平沼 丈司
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兵庫県信用保証協会かわら版 News form CGCH

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

経営力強化保証のご案内
　経営力強化保証は、中小企業者の資金調達にあたって、金融機関が認定経営革新等支援機関※と連携して中小
企業者の事業計画の策定支援や継続的な経営支援を行い、中小企業者の経営力の強化を図ることを目的とした保
証です。ぜひご利用ください。
※�中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律第17条1項（平成24年8月30日施行）の規定に基づき、主務大臣の認定を受けた税理
士・金融機関等の専門家です。

対象となる方 金融機関および認定経営革新等支援機関の支援を受けつつ、自ら事業計画の策定ならびに
計画の実行および金融機関への進捗報告を行う中小企業者

資金使途 事業資金（事業計画の実施に必要な資金に限る）

保証限度額
個人・法人　2億8,000万円以内（組合の場合4億8,000万円以内）
※�一般の普通保険（2億円（組合4億円））および無担保保険（8,000万円）の範囲内とし、既存の同一保
険種別の保証債務残高を含みます。

保証期間
一括返済の場合：1年以内
分割返済の場合：運転資金5年以内、設備資金7年以内（うち据置期間1年以内）
※ただし、本制度によって保証付きの既往借入金を借り換える場合は10年以内とします。

貸付形式 手形貸付、証書貸付 返済方法 一括返済または分割返済

貸付利率 金融機関所定利率 連帯保証人 原則として、法人の代表者を除き不要

担保 必要に応じて提供していただきます

保証料率

経営状況に応じて決定（下表参照）	

※原則、通常の保証料率よりも一区分低い料率が適用されます。
※会計処理に関する割引制度および有担保割引制度の併用が可能です。

必要書類

通常の申込書類に加えて、以下の書類が必要となります。
◦「経営力強化保証」申込人資格要件等届出書
◦事業計画書（申込人が策定したもの）
◦	認定経営革新等支援機関による支援内容を記載した書面（事業計画書に記載されている
場合は不要）

取扱金融機関 当協会と約定書を締結している金融機関

その他

＜金融機関が行う支援および報告＞
①金融機関は、中小企業者から四半期に1回、計画の実行状況の報告を受けるものとします。
②	金融機関は、認定経営革新等支援機関と連携し、中小企業者に対し、計画の策定支援や経
営支援を行うものとします。
③	金融機関は、原則として年1回中小企業者の事業年度毎に、協会に対し、中小企業者の計画の
実行状況とともに、金融機関、認定経営革新等支援機関の経営支援状況の報告が必要です。
④	金融機関は中小企業者の実行状況を踏まえ、認定経営革新等支援機関と連携し、必要に応じ
て、中小企業者に対し、計画の修正に係る指導・助言や追加的な経営支援を行うものとします。

お問い合わせ窓口 経営支援室（☎078-393-3920）

区　分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

責任共有
保証料率

貸借対照表あり 1.75％ 1.55％ 1.35％ 1.15％ 1.00％ 0.80％ 0.60％ 0.45％ 0.45％

貸借対照表なし 1.15％

責任共有外
保証料率

貸借対照表あり 2.00％ 1.80％ 1.60％ 1.35％ 1.10％ 0.90％ 0.70％ 0.50％ 0.50％

貸借対照表なし 1.35％

※上表は制度の概要であり、詳細については経営支援室までお問い合わせください。
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熱を伝えるめっき膜～ダイヤモンド粒子複合めっき～

ました。図2は、銅めっきをベースに#600（粒径 20～
30µm）のダイヤモンド粒子を複合しためっき膜を断面
方向から観察したSEM像です。ダイヤモンド粒子がめ
っき表面および内部にも均一に分散して含まれている
様子がうかがえます。このめっき膜中に含まれているダ
イヤモンドの体積率は約30％で、最大35％の複合め
っき膜まで作製できています。レーザフラッシュ法により
作製しためっき膜の熱伝導率を測定した結果（図3）、
ダイヤモンド粒子を複合しためっき膜の熱伝導率は含
まないめっき膜の約2倍に当たる高い値を示すことが
分かりました。
　ダイヤモンド粒子を複合しためっき膜は、熱を良く伝
える性質を持つシート状素材として比較的低コストで
生産することができることが分かり、高性能ヒートシンク
素材としての利用が期待されます。

1．背景
　トランジスタやLEDなどの高出力化により多量の熱
が発生し、その熱をいかに放熱するかという熱対策が
重要な課題となっています。放熱は対流および放射に
よる空中への熱伝達と、接触している物を伝わる熱伝
導により起こります。すなわち、熱を良く伝える表面積の
大きな物（ヒートシンク）を作って、これに風を送って冷
やすことが放熱には有効です。そのニーズに応えるた
め、熱を良く伝える材料の開発を行っています。

2．�熱伝導性
　熱の伝わりやすさは「熱伝導率」で表され、金属の
熱伝導率はプラスチックや木材に比べ、かなり高い値
を有しています。冬、同じ温度なのに、木製の手すりより
金属製の手すりを握った方が冷たいと感じるのは、熱
伝導性の良い金属が手の熱を素早く奪うからです。金
属の中でも銅（Cu）は高い熱伝導率を有しています
が、ダイヤモンドはさらにその5倍を示す最も高いレベ
ルの熱伝導率を有した物質です（図1）。しかし、加工
性が悪く、そのままではヒートシンクとして利用できない
ため、金属中にダイヤモンド粒子を分散させた複合体
を作り、加工性と熱伝導性に優れる素材づくりに取り組
んでいます。われわれは、生産コスト面で有利な「電気
めっき法」を利用することを特徴として、ダイヤモンド粒
子複合めっき材の開発を進めています。

3．�ダイヤモンド粒子複合めっき
　独自の撹

かく

拌
はん

方式を採用した複合めっき作製装置を
設計・製作し、粒径が数µmから百数十µmの大きさの
ダイヤモンド粒子を複合しためっきができるようになり

技術最前線

兵庫県立工業技術センター　山岸 憲史

兵庫県立工業技術センター
○材料・分析技術部　無機材料グループ（山岸憲史）

078-731-4123
078-736-3777

○総合相談窓口“ハローテクノ” 
078-731-4033 
http://www.hyogo-kg.jp/

問
い
合
わ
せ
先

図2　ダイヤモンド粒子複合めっき材（SEM像）

図3　作製しためっき素材の熱伝導率

図1　各種材料の熱伝導率
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淡路島線香をフランス国立美術館
「グラン・パレ・ナショナル・ギャラリー」で販売

兵庫県パリ事務所
HYOGO REPRESENTATIVE OFFICE IN PARIS

兵庫県パリ事務所（HYOGO REPRESENTATIVE OFFICE IN PARIS）
10, rue de Louvois, 75002, Paris FRANCE

  +33-(0)1-4297-4282    +33-(0)1-4297-4292  hyogo-europe@wanadoo.fr

　今回の企画展「北斎展」は、19世紀にヨーロッパ、特
にパリを中心としたジャポニスム興隆のきっかけとなった
葛飾北斎の約700点に及ぶ作品を展示する過去最大
級の展覧会で、フランス国立美術館連合のJean-Paul 
CLUZEL会長に淡路島線香を大変気に入っていただ
き、フランスで最も有名な日本でもある「北斎」という最高
の舞台での販売が実現しました。
　展示品図録などの重量があるものや値段の張る販売
品が多い中、大きさ、値段共に手頃な「和」情緒あふれる
線香は好評で、販売後3週目に一部の商品は売り切れ
て追加注文が出ています。
　今回のフランス国立美術館連合の取り扱いは、今後
さらにルーブル美術館やその東洋部の役割を果たすギ
メ美術館など、さまざまな国立美術館での販売可能性を
期待させてくれます。

　165年の歴史を誇り、国内の線香生産の7割を占める
淡路島線香が、フランス国立美術館「グラン・パレ・ナショ
ナル・ギャラリー」の館内ミュージアムショップで販売され
ることが決まりました。同美術館を擁する「グラン・パレ」は
1900年のパリ万博会場となった代表建築物であり、フラ
ンスの顔としてパリの観光名所となっています。そんな歴
史ある場所で来年の1月18日まで開催している「北斎展」
に合わせて、淡路島の線香が販売されているのです。
　販売品は、兵庫県線香協同組合が淡路島線香を世
界へ発信するために立ち上げたブランド「香司（こうし）」。
深い知識と磨き上げた技により、調合から仕上げまで一
切の責任を担う香りのマイスター“香司”が伝統製法や
厳しい品質管理、プライドによって生み出している「あわじ
島の香司」を象徴したブランドです。パリ事務所では、県
内企業の海外展開活動のお手伝いを行うとともに、優れ
た県産品の欧州売り込みの支援を行っており、淡路島
線香も深い「香り」の文化を持つフランスでこそ認められ
るものとして、その紹介に力を入れてきたものです。

ビジネス サポート  Business Support
海外での事業展開を支援する拠点事務所を紹介します。

室内インセンス（お香）は人気が高く、手軽な大きさと値段で手にする人も多い

グラン・パレ・ナショナル・ギャラリー
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県内産の酒米を使い
純米酒のみを生産
熟成、燗で米本来の味を

純
米
酒「
竹ち

く
泉せ

ん
」

田た

治じ

米め

合
名
会
社

　2012年に、米と米こうじを原材料とす
る純米酒のみの生産に切り替えました。
酵母には米の味をそのまま引き出す協会
7号酵母を用い、搾った酒は2年間熟成
させてから出荷。純米酒本来の色であ
る山吹色が2年経つころに黄金色に変
わり、まろやかさ、うまみを増していきます。
　「さらにお燗にすれば米の味がふわっ
と広がります。純米酒はご飯と一緒。食
中酒としてたしなめば料理を一番おいし
く味わえます。お酒を通じて、食事を楽し
くし、皆に笑顔になってもらいたい」と19
代目蔵元の田治米博貴さん。
　蔵に入った当時はアルコールを添加し
た普通酒の生産が9割以上を占めてい
ました。「一粒の米にも無限の力あり」の
理念のもと、質重視の酒造りを目指して
純米酒のみへの切り替えを進め、但馬
地域以外へ販路も広げてきました。
　純米酒にこだわるもう一つの理由に
「地域の農家の活性にもつながる」との

思いがあります。現在では原料米の99
％を山田錦、五百万石、どんとこいなどの
県内産米が占めるまでになりました。「理
想は100％但馬産米。竹泉を育ててもら
った地元の豊かな恵みをもっと発信した
い」と思いを語ります。
　こうじ造りは機械による全自動から箱
こうじを使った手作業へ、酒の状態を手
で触って、目で見て確かめやすいようにタ
ンクは１万㍑から6千㍑のものに替えまし
た。「どうすればそれぞれの米本来の力
を引き出せるか試行錯誤する日々」。併
せて酒販店、料飲店には最高の状態で
飲めるように温度管理まで細かくアドバイ
スしています。ここ数年は、香港のイベン
トにも出向き「お燗酒」文化の伝道に努
めるなど、「より良い酒を造り、楽しんでい
ただくために1日たりともおろそかにできな
い」と話す田治米さん。そうした地道で真
摯な姿勢が口コミで伝わり、竹泉ファンは
着実に増えつつあります。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

2014年12月号 平成26年11月30日発行
発行人：榎本輝彦　編集人：深田修司

「成長期待企業のイチオシ！」で訪ねた田治米合名会
社では今季の酒造りが始まっていました。お米の味を
引き出す協会7号酵母を使うことで但馬産の米の力強
さを表現しています。11月末に初搾りされた新酒は熟
成され2年後に出荷。今から出来上がりが楽しみです。

編集後記

発行所 公益財団法人ひょうご産業活性化センター
http://web.hyogo-iic.ne.jp/

神戸市中央区雲井通５-３-１ サンパル６階
０７８-２９１-８５２６

ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

田治米合名会社／所在地：朝来市山東町矢名瀬町545／代表者：田治米博貴
事業内容：日本酒と梅酒の製造販売

079-676-2033／ http://www.chikusen-1702.com/

◎田治米合名会社の
　純米酒「竹泉」

純米酒「竹泉」のラインアップ 酒の状態を手で触り、目で見て確かめる
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